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文

上野遺跡は以前より縄文時代中期の集落遺跡 として知られています。

今回ここに報告するのは上野遺跡の一側面であり、全容でありません。

この調査のきっかけとなったのは、東】ヒ電力の送電用鉄塔の改築で、面

積は小 さいものの多量の遺物が出土 し、多くの遺構が発見されました。

調査は昨年度実施 したものですが、予想をはるかに上回る遺構、遺物が

発見されたため、整理、報告書刊行については今年度事業とすることに

なり、ようや くここに公開することができました。この間、東北電力株

式会社宮城支店の担当者の方々はもとより、地元の皆様及び調査や整理

作業にたずさわっていただいた多くの方々のご協力を得ましたことに対

しまして、心より御礼申し上げる次第であります。

上野遺跡は名取川が丘陵地より平野地に流れ込むところに位置 してお

り、仙台市内ではこの川沿いに西から人来田遺跡、山田上ノ台遺跡、上

野遺跡 と縄文中期の大遺跡が並んでいるという特徴ある位置付けのされ

るところにあります。今後 とも、この追跡の調査、研究が進み、周辺縄

文遺跡 との関連 もとらえられてい くことと思います。

この周辺は縄文時代のみならず各時代の追跡 も多数存在しています。

このような遺跡は無意識にも今まで文化遺産 として、土地に刻まれた形

で継承 されて来ました。この変化の激 しい時代ですから、これからは意

識 して「まちづくり」の中に、 どのように文化遺産を取 り込んでいくか

市民が知恵を出し合っていく必要が感 じられます。

今後 とも市民各位の絶大なるご協力を念願 しまして序 といたします。

平成元年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤 井 黎



例   言

1.本書は電力鉄塔改築工事に伴 う上野遺跡の発掘調査報告書である。

2.本報告書作成にあたり、次のとおり分担 して行った。

本文執筆   結城慎一

遺物の分類・観察表作成 。実測・ トレース指導 主浜光朗

遺構 トレース 結城慎一

遺物実測   土器 :奥山直美、小佐野章子、高村朋子、三浦芳江

石器 :遠藤深雪、佐久間広恵、根本展江

断面 :相沢義徳、庄子錦一郎、外川みつ子、谷津和広、吉田りつ子

遺物 トレース 奥山直美、佐久間広恵、高村朋子、根本展江、増田瑞枝、三浦芳江、

谷津和広

遺構写真撮影 結城慎一

遺物写真撮影 結城慎一

遺物採拓   外川みつ子、吉田りつ子

遺物補修復元 庄子錦一郎

編集     主浜光朗、結城慎一

3.本書中の方位は磁北で統一 して記載 してある。なお磁北は真北より西偏約7° 20′ である。

4.本書図中の水糸高は標高 (m)を表わしている。

5.本書第 1図の地形図は国土地理院発行 2万 5千分の 1「仙台西南部」の一部 を縮小 して使

用 した。

6.遺構略号は以下のとおりである。

SK:土   坑   SD:濤 跡 `濤状遺構   P:ピ ット

7.本書中の土色は「新版標準土色帖」 1/1ヽ 山・竹原1973)を 使用 した。

8。 調査から報告書作成に要 した費用は、東北電力株式会社宮城支店で魚担 した。

9,本調査に関わる出土遺物、実測図、写真等は仙台市教育萎員会が一括 して保管 している。



調 査 要 項

遺跡名称 上野遺跡 (仙台市文化財登録番号C-108)

所 在 地 仙台市富田字上野中129-3

調査主体 仙台市教育委員会

調査担当 仙台市教育局社会教育部文化財課調査係

担当職員 主任 結城慎― (調査・整理)  主事 主浜光朗 (整理)

調査期間 昭和62年 5月 6日 ～6月 18日 (延 32日 )

整理期間 昭和62年 8月 17日 ～8月 31日 (延 11日 )

昭和63年 8月 15日 ～平成元年 2月 7日 (延 147日 )

調査対象面積 100ド

調査実施面積 100ド

エ事主体 東北電力株式会社宮城支店

調査協力 板橋徳治

種子同定 東北大学農学部教授・星川清親、技官・庄子駒男

骨片同定 東北大学文学部院生・佐々本務 (考古学)

石質同定 仙台市科学館主幹・佐々本隆

調査参加者 阿部あき子 板橋孝子 力日藤けい子 高橋とみ子 豊村幸宏 小ナII良子 渡辺節子

整理参加者 相沢義徳 遠藤深雪 奥山直美 小佐野章子 佐久間広恵 庄子錦一郎

鈴木久子 鈴木美和 外川みつ子 高村朋子 根本展江 林琢也 増田瑞枝

三浦芳江 谷津和広 吉田りつ子 渡部晃子  (以上昭和63年度)

赤井沢進 赤井沢千代子 石堂恵弥 大内健一 大槻明美 月ヽ沼ちえ子 斎藤堅勝

下山田俊之 鈴木進 田中千江  (以上昭和62年度)
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I 調査に至る経過

昭和57年 11月 、東北電力株式会社宮城支店から、既設送電線鉄塔 を改築する釜房支線の増強

工事事業計画が提示 され、昭和59年 10月 から工事着工とのことであった。釜房支線の鉄塔位置

を見ると、No.1～ No.13と No32が追跡範囲内もしくは遺跡隣接地にかかっていたため、東北電力

株式会社側と協議を行い、昭和59年度 (1次調査)と 昭和60年度 (2次調査)に事前調査 を実

施 した。その結果、鍛治屋敷A遺跡の西イ員」隣接地に当たるNo.4鉄塔の場所で平安時代の住居跡

等が発見され、上野遺跡内になるNo,7鉄塔の箇所で縄文時代中期の遺構が発見された。この う

ちNo.7鉄塔箇所は確認調査のみで、本調査は後 日ということになった。

No,7鉄塔箇所は昭和62年度に本調査 を実施することになり、62年 3月 、 4月 と協議、準備等

を進め、連休の明けた 5月 6日 より発掘調査に入った。

Ⅱ 遺跡の位置と周辺の環境

1.地 理 的環境

上野遺跡は、 」R仙台駅より南西に約 6.5飾 、長町駅より西に約3.5km離 れた仙台市富田字上

野地内に所在 している。本遺跡の周辺地形は、北側が青葉山丘陵が西から東へ向って伸び、南

側には名取川を抜んで高館丘陵が位置 している。

本遺跡は、この青葉山丘陵と高館丘陵の間に広がる標高40～ 25mの 「名取台地 (山 田面)」

と称 される河岸段丘の東端部に位置 している。追跡部分は、周囲より更に 4～ 8mほ ど小高く

なっており、段丘礫層を基盤 とし、その上に堆積 した黄褐色火山灰層とによって形成されてい

る。遺跡の面積は約30万ドにも及んでいる。

現在、追跡範囲内には上野地区の集落や畑が営なまれ、一段低い周辺部は水田地帯となって

いる。

2.歴史的環境

仙台市南西部の名取川北岸地域は、本遺跡をはじめ各時代の遺跡が数多く分布している所で

ある。本遺跡は既に大正の頃から存在が知られていたが、昭和51年度の発掘調査で、縄文時代

中期の住居跡などが確認されている。以下各時代ごとに周辺の遺跡を概観 していきたい。

旧石器時代の遺跡は、青葉山丘陵から南に張 り出した西方の小支丘端部に山田上ノ台遺跡、

北前遺跡がある。縄文時代になると、西方から、人来田遺跡、山田上ノ台遺跡、北前遺帥、上

野追跡と続いて来て、北東方向の青棄山丘陵小支丘 (俗称 :三神峯丘陵)に は三神峯遺跡があ

る。また東方の富沢地区の自然堤防上には山口遺跡、下ノ内遺跡、六反田遺跡、下ノ内浦遺肋、



第 1図 上野遺跡と周辺の縄文遺跡

伊古田遺跡が存在する。弥生時代のものとしては東方の富沢遺跡で水田跡が発見されているほ

か、南東狽1に 南ノ東遺跡、南西側に船渡前追跡がある。

古墳時代の追跡の うちでも古墳は丘陵裾部に三神峯古墳、裏町古墳などが北東部に展開し、

魚川を扶む富沢、大野田地区の自然堤防上には、教塚古墳、春日社古墳、王ノ壇古墳などが知

られている。奈良、平安時代のものは、前述の富沢、大野田地区の自然堤防上に立地する山口

遺跡や六反田追跡などで集落跡が確認されているほか、富沢遺跡でも水田跡が発見されている。

また周辺部には鍛冶屋敷 A、 B遺跡、八幡西遺跡などがある。中世では、東方に戦国時代の富

沢館跡がある。

Ⅲ 調査の方法と経過

○表上排除 (5月 6日 )

トラックバ ックホーで表土排除。平均の深 さ60cm。 調査区南東部半分は天地がえし深 く、そ

の他は遺物が多い。

○天地がえし等の協乱の掘 り上げ (5月 6日 ～ 8日 )



○遺構確認の荒削り (5月 8日 ～15日 )

SKl～ 10、 SDlを 確認 し、検出ガ犬況の写真撮影。半裁掘 り下げ開始。

○北西部包含層部分の掘 り下げ (5月 16日 ～ 6月 1日 )

S Kll～ 24、 SD2の 全造構確認する。順次、半裁掘 り下げ実施。切 り合い不明のものも、

この段階であり。

○土坑断面実測開始 (5月 19日 )

既存鉄塔北東コンクリー ト脚台コーナーをK.B.Mと し、土坑断面実測 を開始。20分の 1。

〇平板実測 (5月 20日 )

全体 を40分 の 1で平板実測 し、土坑の配置及び濤の配置 を図化した。

〇平面実測開始 (5月 27日 )

全体 をA、 B、 C、 D区 に 4分割 し、平面実測 を開始する。20分の 1。

O住民現場説明会 (6月 11日 ～13日 )

3日 間、地元の人を対象に説明会 を午後 2時から開催する。

○完掘全体写真撮影 (6月 12日 )

〇遺構検出面以下の掘 り下げ (6月 12日 ～15日 )

C-3区 に 3× 3mの グリットを設定 し、掘 り下げる。基本層位及び旧石器の存否 を確認す

るため。

O調査区北、西壁 (断面)実測 (6月 13日 ～15日 )

OC-3区 掘り下げ箇所の写真撮影、実測 (6月 16日 )

○埋め戻 し (6月 17日 )

○遺物、器材の搬出 (6月 18日 )

以上のような方法と経過で発掘調査 を終 了し

たが、当初の予波1を 大幅に上まわる出土遺物が

あつたことや、年内に対応する必要がある追跡

が他に何件かあったため、62年 度内での遺物 。図

面整理、報告書刊行が困難 と判断 された。その

ため昭和62年 8月 24日 付で教育委員会から東北

電力 (株)宮城支店に予算 と報告書刊行計画の

変更についての協議書を提出 し、同年 9月 24日

付で承諸を得、昭和63年度に報告書刊行の運び

となったものである。
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第 2図 調査区の分害Jと 方位



Ⅳ 調査区の基本層位 (第 3図 )

I層    耕作土である。層厚が約45cmで、全体的に均―である。

Ⅱ層   遺物包含層である。Ⅲ-1層 に近い部分は漸移層で、褐色 を呈するシル トである。

B、 C区は天地がえしで、ほとんど残っていない。

Ⅲ-1層 上面は遺構検出面である。

Ⅲ-2層 鈍い黄褐色砂 と褐色砂の薄い互層である。水成堆積層。

Ⅳ層   ローム層。層厚約20cm。 石器は発見されなかった。

V層   礫層。土坑の多くは礫層上面で底面となる。 S K18だ け礫層も掘 り下げている。段

丘崖近 くの礫層なので、水はけ良好。

(基本層位)

層  位 土 色 土   性 脩 著

I 10Y R%鈍 い黄褐色 耕作上

10Y R%黒 褐 色 土器多量 に混入、包合層

皿― ユ 10Y R%黄 褐 色

Ⅲ-2 10Y R%鈍 い黄掲色 砂 しまり有り
10Y R% 褐   色 砂

IV 10Y R%黄 褐 色 しまり有 り

V 礫 層

(SK-4)
層  位 土 色 土   性 備 考

10Y R%黒 褐 色 シル ト 炭若千混入

lb 10Y R%黒 褐 色 ンル ト 炭・土器片混入

ЮYR% 暗 褐 色 シル ト 炭 土器片合む

(SK-16)
層 位 土 色 土   性 備 考

la 10Y R% にない黄褐色 土器片若千混入

lb 10Y R%暗 褐 色 焼土若千混入

2a 10Y R%褐    色 ,レ ト

10Y R% にない黄褐色 シルト

2c 10Y R%暗 褐 色 ル ト

10Y R%黒 褐 色 炭者千混入

2e 10Y R%黄 褐 色
2r 10Y R% 褐   色 ル ト

(SK-19〉
層  位 土 色 上   性 備 考

10Y R% にぶい黄褐色 土器混ス

b 10Y R%黒 褐 色 ンルト 炭 焼土若干混入

10Y R%黒 褐 色 ,レ ト 炭混入

d 10Y R%黒 褐 色 ,レ ト 黄褐色 シル ト若干混入

10Y R% にない黄褐色 ンルト 焼土若干混入

f 10Y R%暗 褐 色 ル ト 炭 土器者千混入

2a 10Y R% 暗 褐 色 黄褐色 シル ト・ 炭若干混入

2b 10Y R% 褐   色 ンルト

2c 10Y R%暗 褐 色 ,レ ト 炭若干混入

2d 10Y R%暗 褐 色 砂質 シル ト 炭若干混入

10Y R%暗 褐 色 シルト 土器混入

2f 10Y R%黒 褐 色 黄掲色 ンル ト若干混入

2 10Y R%黒 褐 色 シル ト 炭 焼土若千混入、上器混メ

2h 10Y R% 暗  褐  色 シルト 炭若千混入

(SK-20)
層 位 土 色 土   性 傭 考

1 10Y R% 暗 縄 色 ル ト 黄褐色 ンル ト・炭若干混入
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黒掲色シルト

第 3図 調査区断面図
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番 号 遺構 層位 文 様 特 徴 写 真 図 版

1 層 口縁部 :隆沈文 (横位 。「 S」 字状文) 頸部 :LR縄 支→隆沈文 (横位 ) 12--1

2 層 しR縄文一隆線文 (無 調整、横位 渦巻文 ) 12--6

3 層 ヨ唇部 :隆線文→ しR縄文押圧  口縁部 :LR縄 文→隆線文 (無調整、横位 ) 12--7

4 層 RL縄 文→隆沈文 (横位 渦巻文 )

5 層 刻目文の付 された隆線文一 連続刺突文 。し縄支押圧

6 層 央起部 :隆線文 突起部内面 :隆線文 口縁部 :L縄文押圧一 隆線文 (横位 ) 12--4

7 層 笙沈文 (有棘渦巻文)・ ミガキ 12--9

8 層 不明縄文→隆線文 (無調整、曲流文 )

9 層 ヨ縁部 :LR縄 文→隆洗支 (横位 有敏渦巻文) 鎖部 :無文 体上部 :沈線文 (横位 ) 12--10

10 層 窒沈文 (横位 有頼渦巻文) 矢羽状沈線文充填

11 層 RL縄 文→隆沈文 (横位) 隆線文 (無調整、波状 ) 12--8

12 層 LRL縄 文一隆沈文 (有棘渦巻文 )

層 Rし 縄文一隆沈文 (渦 巻文 ) 12--11

層 口縁都 :RLR縄 文一 隆沈文 (横位渦巻文) 頸部 :無文

第 4図  I層出土土器
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番 号 遺構 層位 支 様 特 徴 写 真 図 版

層 口縁部 :RL縄 文一隆沈文 (横位有棘渦巻文) 頸部 :無 文 12--18

層 口縁音[:Rし 縄文一隆沈文 (横位 有棘渦巻文) 頸部 :無 文

3 層 LR縄文→隆沈文 (曲流支)

層 隆沈文 (横位渦巻文)刺 突文→ RL縄 文 13--1

5 層 口縁部 :RL縄 文→隆沈文 (横位渦巻文) 頸部 :無 文

6 層 日縁著
`|し

R縄文→隆沈文 (横位渦巻文) 頸部 :無文

層 隆沈文 (横位渦巻文) 縦位短沈線文

層 口縁郡 :RL縄 文→隆沈文 (横位渦巻文) 顕き

`:無
文

9 層 隆沈文 (横位渦巻文 )

10 層 日縁音I～体部 :し R縄文→隆沈文 (有棘渦巻文 ) 13--7

11 層 LR縄文→隆沈文 (横位渦巻文 )

12 層 LR縄文→隆沈文 (横位渦巻文 )

13 層 RL縄文→隆沈支 (渦巻文・下垂 )

層 R撚紋一流線文 (下垂 渦巻文 ) 13--8

15 層 口縁部 :無 支 頸郡～体部 :と R縄文一横位沈線文にはさまれた連続束J突 文 13--5

層 LR縄文 13--9

17 層 穿孔  ミガキ

第 5図  I層出土土器
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番号 進構 層位 様 特 徴 写 真 図 版

1・ 23 思 口縁とIiRL縄 文→隆沈文 (横位渦巻文) 頸郡 :無 文 体をII PL縄 支→ 隆沈文 (横位 有棘渦巻文 ) 213、 14、 15、 16、 2

4 層 RL縄文→隆沈文 (下垂) 底面 :ミ ガキ

5 層 LR縄文一隆沈文 (下垂) 底面 :ミ ガキ

層 手握ね

7 層 RLR縄 文→ 隆沈文 (横位渦巻文 )
12--17

8 層 R縄文 13--11

9 層 不明縄文→沈線文 交互刺突文一 短沈線文 (斜位 )

第 6図  I層出土土器
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番号 遺構 層位 文 様 特 徴 写 真 図 版

1 層 RLR縄 文→隆沈支 (渦巻文) 12--19、 20

2 層 隆線文→刺突文 13--12

3 層 LRL縄 文→隆沈文 (渦 巻文 )

層 とRし 縄文→隆沈文 (渦 巻文 )

5 層 Rと 縄文→沈線文 (渦巻文十下垂文 ) 13--13

6 層 RL縄文→隆沈文 (横位十下垂支 ) 13--10

D区 層 隆線文 穿孔  ミガキ

A区 層 口縁と[ 不明縄文押圧 頸部 :無 文

A区   Ⅱ層 口■k剖 刻目文 口縁部 :横 立沈線文 頸部 :RL縄 文 13--18

10 A区   Ⅱ層 横位隆線文一 半裁竹管状工具 による連続刺突文 内面 :隆線文

Iユ A区    Ⅱ層 隆線文 内面 :隆線文 13--21

12 D区   Ⅱ層 RL縄文→隆線文

A区 Ⅱ層 横位隆線文―波状沈線文 刻 目文・ LR縄 文押圧 内面 :隆線支

隆線文  ミガキ

第 7図  I、 Ⅱ層出土土器
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番 号 違構  層位 文 様 特 徴 写 真 図 版

1 A区   Ⅱ層 LR縄文一隆沈文

A区   Ⅱ唇 隆線文 とR縄文一沈線文

3 D区   日層 LR縄文一隆線文 (渦 巻支 )

D区   Ⅱ厚 隆沈文 (横位十渦若)一刺突ズ 13--24

5 D区   Ⅱ層 日縁都 :隆沈文 (横位渦巻文) 頸部 :無 支 体部 !RL縄 文一隆沈文 (渦巻文 ) 14--6

6 D区   Ⅱ層 隆線文 (渦巻支) 内面 :隆線文 (渦巻文 )

D tt  I層 しR縄支一隆沈文 (渦 巻文 )

A tt  I層 口縁部 :Rし 縄文→隆沈文 (横位渦巻文) 顕部 :無 文 14--2

9 A区   Ⅱ層 Rし 組支一隆線文 (渦巻文 )

10 A区   Ⅱ層 口IIk音

`:隆
沈文 (横位渦巻文) 口縁部 :無 文 頸部 :隆 沈文 (横位 )

13--26

A区   Ⅱ層 隆沈文 (渦巻文 )
14--4

第 8図  Ⅱ層出土土器
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番 号 逮構 層位 文 様 持 徴 写 真 図 版
A区   Ⅱ層 顕部 :LR縄 文→隆線支→ 不明縄文押圧 体部 :LR縄 文→隆沈文 (横位 縦位・渦巻)交 互刺突文 14-7

2 A区   Ⅱ層 LR縄文→隆線文 (縦位 方形 曲線 ) 3--27

3 D区   Ⅱ層 LR縄文→沈線文 (横位 渦巻文) 頸部 :無 文 3-―

D区   Ⅱ層 LR縄支→隆線文→刺突支 5

5 D区   Ⅱ層 LR縄文→隆沈支 (横位渦巻文) 頸部 :無 文

6 A区 Ⅱ層 しR縄文→隆沈文 (渦 巻文 )

D区   Ⅱ層 Rと 縄文→隆沈文 (渦 巻文 ) 14--1
8 A区 口層 LR縄文→隆沈文 (渦 巻文)

9 D区   Ⅱ層 RL縄 支→隆沈文 (横位 渦巻文 )

10 A区 Π層 RL縄文→隆沈文 (渦巻文 下垂 )

A区   Ⅱ層 RL縄文→隆沈文 (下垂) 底面 :ミ ガキ

第 9図  Ⅱ層出土土器



V 発見遺構と遺物

今回の調査は面積にして100ド であったが、遺構 としては土坑が23基、ピット多数、濤・濤

状遺構が 2条発見され、遺物 としては、大本 8a、 bを 主とした縄文土器片が 2万点を越え、

石器も千 3百点を越える出土があった。

1.上 坑

SKl土坑 調査区東壁外に半分かかるものであり、 S

底面径の方が大きい袋状 を呈するもので、中央にピット

堆積土は大きく2層 に分かれる。土器片は 1、 2層 と

千である。石器も両層より若千出土している。

S Kl・ 2・ 3実測図

K2土坑 を切っている。検出面径より

をもつ。

も大木 8a、 bが多く、 7a、 bは若

0            1m
l   l   I

〉
〈
ひ
゛

(SK-1)
層  位 土 色 考

7 5YR%に ない褐色 シルト 炭 と澄色 シル ト粒若干含む

10Y R/暗 褐 色 ンルト 炭者干含む

10Y R% にぶい苦緒缶

d 10Y R%黒 褐 色 ンルト 炭租 看 干 含 む

10Y R% にない黄褐色 ,レ ト

10Y R%黒 褐 色 ,レ ト

2c 10Y R% にぶい黄褐色 ンル ト

10Y R% にない黄褐色 ンルト

2e 10Y R% にない黄褐色 ンルト

2r 10Y R%黒 褐 色 ンルト

10Y R晃  明 黄 褐 色 ,レ ト やや粘性有 り

(SK-2)
層  位 土 色 土  性 備 考

10Y R% にない黄褐色 ,レ ト 黄橙色、黒褐色 シル ト混入

10Y R%褐    色 ル ト 黄橙色、黒縄色 シル ト混入



〈SK-3)
層  位 土 色 土  性

la 10Y R% 暗 褐 色 ,レ ト

lb 10Y R%暗  褐 色 ,レ ト 明黄褐色 ンル ト斑状 に混入

lc 75YR%黒  褐 色 ル ト

10Y R% にぶい黄掘色
2b 10Y R% にぶい黄褐色

SK2土 坑 SKl土 坑に切 られている。検出面から底面まで約20cmと 浅 く、袋状 を呈するも

のかどうか不明である。中央にピットは見られない。

堆積土は 1層で大木 8a、 bを 主とする土器片で、 7a、 bが若干である。大木10と みられ

る土器片 も 2点出土 している。石器はフレークを中心に若干出土 している。

SK3土 坑 これも20～ 30cmと 浅い土坑で全体の形態は把握できない。中央部にピットをもっ

ていない。堆積土は 2層 に大別できたが、 2層 は若千である。土器片 も 1層のみ出土で、大木

7a、 bが若千で、 8a、 bが主である。石器は 1、 2層 より7点のフレークが出土 した。

蔭 ♀    写    10Cm

番号 進構 層位 文 様 特 徴 写 真 図 版

1 層 日縁部 i隆線文→ LR縄文押圧 頸都 :押圧の加 えられた隆線文 体部 :LR縄 文 14--12

2 層 口縁波状部 :刻 目文 隆線文 (弧状 波状 )沈 線文 (横位) 内面 :隆線文 (円形 弧状 ) 16--1

3 層 口唇部 :隆線文一刻目文 口縁部 :し 縄文押)王一 隆線文 頸部 :RL縄 文→沈線文 14--6

4 SK― 層 口唇部 :刻 日文 日縁部 :LR縄 文

5 層 口唇部 :L縄文押圧 口縁部 :隆線文 L縄 文押圧 (横位 縦位) 内面 :隆線文

6 層 口縁音Ⅲ:隆線文→亥」目文 頸部 :L縄文一隆線文 肉面 :隆線文 15--6

7 層 日再音I:隆線文 (横位 波状) 口縁部 :R縄文一 隆線文 14--9

第11図  SKl土 坑出土土器
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番 号 迪構 層位 文 様 特 徴 写 具 図 版

1 2 SK 層 ヨ縁都 :し R縄文→隆線文 (横位 横位渦巻文) 顕部～体を[:し R縄文一沈線文 (横位 縦位 波状 ) 15-2、 3、 4、 5

3 屑 ヨ縁音I:RL縄 支→隆沈文 (有棘渦巻文) 顕部～体部 :RL縄 文一沈線文 (横位 波状 渦巻文)

4 SK 層 祐土組貼付による小波状文、渦巻文 14-―

5 SK 痛 沈線文 (横位・縦位) 内面 :波状口縁波項部 に隆線文による渦巻文 14-―

6 層 口再部 :隆沈文 (横位) 日縁音Ⅲ～体部 :Rし 縄文→沈線文 (横位 波状 ) 14-―

SK― 層 R縄文一隆線文 (横位渦巻支) 15--7

8 SK 層 R縄文 15--8

9 層 RL縄 文→沈線文 (方形 弧状 )・ 隆線文

SK-2 層 RL縄 文 15--11

SK 層 隆線文 (円形貼狩 ) 15--9

眉 口唇部 :刻 目文 をもつ隆沈文 (横位) 頸部 :沈線文 (横位 )

層 LR縄文→隆沈文 (渦巻文)

SK 層 口縁部 :不 明縄文押圧 頸部 :無 文

SK 層 不明縄文→隆線文

SK 層 Rと 縄文→沈線文 (横位 曲流文 )

17 SK 層 RL縄文→隆沈文 (縦位 構円文 )

第13図  S KⅢ 2・ 3土坑出土土器

洩

７



SK4土 坑 調査区東壁外に半分出るものである。底面まで約20cmと 相当削平 されているもの

で、全様不明である。中央にピットがある。

堆積土は 1層で、土器片には大木 7bの ものが若千で、 8a、 bの ものが主体 をなして見ら

れ、石器はスクレーパー 1点、フレーク22点 を出土 した。

SK5土 坑 調査区北壁外に 3分の 1ほ ど出るもので、 SK6土 坑 を切っている。底面までの

深さは約30cmと 浅 く、形態不明である。底面中央部にはピットがあり、そこより四方に浅い濤

が切 られている。 Ⅱ層より掘 り込まれている。

堆積土は大 きく2層 に分けることができたが、縄文土器片、石器とも 1層 からのみ出土 した

ものである。土器は大木 7a、 bが少 しで、 8a、 bが主である。石器もさほど多くはないが、

フレークを主とするものである。

SK6土 坑 SK5土 坑に切 られている。

であったことがわかる。底面中央部には

ピットが見られる。

堆積土は 1層である。土器片はその上

方に多く、大木 7a～ 8bま であるが、

7b、 8aが中心をなす。石器は石鏃、

スクレーパー、フレークが若千である。

検出面から底面までの深 さが約40cmで 、袋状の形態

く第14図
SK4実沢J図

第15図 レ
S K5・ 6実測図 lm
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(SK-5)
層  位 上 色 土  性 備 考

la 10Y R% にない黄褐色 ,レ ト

lb 10Y R% にない黄褐色 ル ト 黄褐色 ンル ト混入

lc 10Y R%暗 褐 色 炭粒看干含む

ld 10Y R% 褐   色 黄褐色 ンル トを斑状 に合も

iOY R% 黒 褐 色 シルト 炭と黄褐色 シル トを斑状 に合む

10Y R%黒 褐 色 ル ト

10Y R%黒 褐 色
'レ

ト 炭粒若千含む

(SK-6)
層 位 土 色 土  性 備 考

10Y R% にぶい黄褐色
b 10Y R%黒 褐 色 シルト 炭粒若干含む

10Y R%暗 褐 色 シルト 黄褐色 シル トを斑】犬に合む

10Y R%暗 褐 色 ,レ ト 黄褐色 シル トをブロック状 に含む

10Y R%明 黄 褐 色 暗褐色 シル トを者千含む

F 10Y R%暗 掲 色
10Y R%暗 褐 色 シルト

10Y R% 黄 褐 色 シル ト質秒
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番 号 遺構 層位 文 様 特 徴 写 真 図 版

1 SK-4 層 とR縄文一沈線文 (横位 曲流文 )

2 SK-4 層 RL縄 文→沈線文 (横位・ 曲流文 )

3 SK-4 層 Rと 縄文→沈線文 (渦巻文・下垂 )

SK-5 層 不明縄文→隆線文 (横位 波状) 頸部 i隆線文 内面 :隆線文 (横位 )

5 SK-5 層 口唇部 :隆沈文 口縁部 :L縄文押圧 内面 :隆線文 (横位 ) 15--12

6 SK-5 層 口唇部 :刻 目文 日縁部 :不明縄文→隆沈文 沈線文一隆線文 (沈線文 の中) 15--13

SK― も 層 隆沈文  ミガキ

8 SK-5 層 口唇部 :隆沈文 (横位渦巻文) 口縁部 :無支 頸部 :隆沈文 (横位 ) 15--14

9 SK-5 層 隆線文 R縄 文押圧

10 SK-6 層 LR縄文→隆線文 (無調整)沈 線文 (横位 ) 15--15

11 SK-6 層 口縁部 :RL縄 文→隆線支 (無調整、横位 渦巻文) 頸都 :RL縄 文→沈線文 (横位 ) 15--16

12 SK-6 層 LR縄文→隆線文 (無調整、横位曲流文)

13 SK-6 層 口唇部 :隆沈文 (横位) 口縁部 :無文

SK-6 層 口唇部 :隆沈文 (横位渦巻文) 口縁部 :無攻 15--18

15 SK-6 層 沈線支 (横位、朝状)連 続刺突文

16 SK-6 層 しR縄文一沈線文 (横位 渦巻 下垂 ) 15--17

17 SK-6 層 Rし 縄文→沈線文 (弧状 )

第16図  SK牛 5。 6土坑出土土器



SK7土坑 SK8土 坑、SDl濤跡に切られている。深さ約60cmの 袋状 をなすもので、底面

にピットを有するものである。

堆積土は二つに大別できたが、 3層 からは遺物の出土がない。 1層 からは大本 7a、 bの土

器片少量、 8a、 b土器片が多量に出土した。 2層 の土器構成も同様である。石器片の大部分

はフレークだが、 2層の方が 1層の 3倍強の出土数である。

SK8上坑 SK7土 坑を切っている。深さは60～ 70cmで 袋状をなすようであるが明確でない。

中央部にピットは見られない。

堆積土は 3層 に大別できた。 1層 からは大本 7b、 8bを主体とする土器片の他、石器のフ

レークが多く出土 した。 2層 は大木 8a、

bの 土器片が多く、石器片は 1層 の 3分の

1である。 3層 からは時期不明の土器 1片

と、礫石器のみの出土である。

トーーー29 60

第17図  S K7・ 8実測図

(SK-7)
層  位 土 色 土   性 情

10Y R%灰 黄 褐 色 ル ト SDl推 積土

10Y R晃 明 黄 褐 色 シルト

10Y R%暗  褐 色 シルト 炭看干含む

10V R% にない黄褐色

10Y R% にぶい黄橙色 シルト

F 10Y R% にない黄褐色 シルト

2 10Y R%暗 褐 色 ンルト 3よ りやや暗い、土器片混入

10Y R% にない黄橙色 シルト

10Y R% にない黄褐色 シルト

(SK-8)
層  位 土 色 土  性 備 考

10Y R% ぶい黄褐色 ,レ ト

b 10Y R% ぶい黄褐色 シル ト やや暗ヤ

10Y R%黒 褐 色 ル ト

d 10Y R% にない黄褐色 ,レ ト 黄橙色 シル ト、炭粒若千含む

10Y R% にぶい黄橙色 ンルト

f 10Y R%黒 褐 色 ル ト 3よ りやや明る0

2 10Y R% 灰 黄 褐 色 ル ト 明黄褐色 シル ト粒多 く含む

10Y R%灰 黄 褐 色 砂質ンル ト

3b 10Y R% にない責橙色 シルト質砂
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番 号 通構 婚位 文 様 特 徴 写 真 図 版

1 SK-7 厚 口幕部 :RL縄文押庄 口縁部 :L縄文を押圧 した隆線文 ↓旨頭状圧押ある隆線文 沈線文 頸部～体部 :RL縄文→沈線文 15--19

2 SK-7 層 隆線文 LR縄 文押圧

SK-7 層 口縁部 :R縄支→隆線文 (有棘横位渦巻文) 頸上をヽ :無 文 体部 :沈線文

SK-7 屑 Rし 縄文→沈線文 (渦巻文)隆 沈文 (下垂 )

5 SK-7 層 隆線文 (横位 渦巻支 )

6 SK-72層 LR縄支→沈線文 (横位 渦巻文 下垂 波状 )

SK-7 層 隆線文→短沈線支

8 SK-7 層 しR縄支→隆線文 (渦巻文 )

SK-7 層 RL縄 支→沈線文 (横位 下垂 ) 16--4

SK-7 屋 Rし 縄文一沈線文 (渦巻文 下垂 )

SK-7 層 RL縄支→沈線文 (下垂) 底面 ミガキ

SK-7 lEl RL縄支→隆沈文 (下垂) 底面

SK-8 層 日唇部 :隆沈文 (横位) 日縁音

`:LR縄
文→隆線文 (横位 )

SK-8 層 沈線文 横位) L縄 支押圧 (弧状 )

S(-8 層 日祥音

`:隆
沈文 (横位) 口縁部 :LR縄 支一隆線文 (横位 渦巻文 )

SK-8 層 日答部 :刻 目支をもつ隆線支 口縁部 :隆線文一 しR縄支押圧 頸部～体部 :隆線文 (横位 1皮状 縦位 ) 16--8

SK-8 層 口再部 :刻 日状 LR縄文押FIの 隆線文 日縁都 :隆線文 (渦 巻文) 16--7

SK-3 層 RL縄文一隆線支 (無調整、横位渦巻文) 16--15

SK-8 層 隆線文 (横位 弧状 を連結)刺 突文 16--14

SK-8 層 不明縄文一沈線文 (曲流文)

SK-8 罵
「

u縁 部 :RL縄 支一隆沈文 (横位渦巻文) 頸部 :無文 体部 :沈線文 (横位 ) 16--11

SK-8 層 笹洗支 (横位渦巻文)刺 突文充填

第18図  S K7・ 8土坑出土土器



SK9土 坑 検出面からの深 さが約 lmの 袋状土坑である。底面が段丘礫層面 まで達 している

もので、ピットは見られない。

堆積層は 7層 に大別で きたが、 7層 としたも

のは土羨の壁面の崩落土で不変的になく、遺物

の出土 もない層である。各層 とも特に遺物が多

いという
'伏

況ではない。 1、 2、 4層 からは大

木 7a～ 8bの土器片が出土 しており、 3、 6

層からは 8a、  5層 からは 7b、 8aの破片が

出土 している。石器も特に多く出土 しているわ

けでないが、それでも礫石器が多い遺構である

とキ旨摘できる。

―――Wl
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第19図  SK9実 測図

N上

〈SK-9)
層  位 土 色 土   性 備 考

10Y R%褐    色 ,レ ト

b 10Y Rえ  にぶい暗褐色 ンルト

10Y R%暗 褐 色

d 10Y R%黒 褐 色 ル ト

10Y R% 黒 褐 色 炭・暗褐色 ンル トを若干含む

f 10Y R%黒 掘 色 ル ト 炭粒多量 に含む、土器片含む

10Y R%暗  褐 色 ル ト 炭粒多量に含む

2b 10Y R%灰 黄 褐 色 ル ト

10Y R% にぶい黄褐色 ル ト

2d 10Y R% にない黄掲色 ,レ ト 黄褐色 ンル トを斑状 に含む

3a 10Y R% 暗 褐 色 ,レ ト 炭粒含む

3b 10Y R%黒 褐 色 ,レ ト 炭粒含む

4a 10Y R%黄 褐 色 ,レ ト

4b 10Y R% 褐   色 砂質 シル ト

4c 10Y R%暗 褐 色 ンルト 炭粒者千含む

10Y R%暗 褐 色 ル ト 炭粒看干含む

5a 10Y R% 褐   色 砂

5b 10Y R%黄 掲 色 ンルト

6a 10Y R% 明 黄 掲 色 砂質 シル ト

6b 10Y R党 暗 褐 色 ,レ ト

6c 10Y R%黄 掘 色 ン,レ ト質砂

6d 10Y R% 褐   色 シルト

6e 10Y R%黄 褐 色 ンル ト質砂

6r 10Y R% にぶい黄褐色 シルト

7 ЮYR%黄 褐 色 シル ト
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番号 避構・層位 文 様 の 特 徴 写 真 図 版

1 SK-92思 口唇部 :指頭状圧痕 をもつ突起 日縁部 :指頭状圧痕 をもつ隆線文 体部 :縦位の ミガキ 16--16

2 SK-9 4層 口縁部:隆線文(「 xJ字状文)突起 RL縄文押圧 Fpk部
:叛」目状 RL縄文押圧の突起 隆線文 体部:LR縄文→沈線文(渦巻文 弧状 ) 7--1

3 S(-9 5扇 口縁部～頸部 :隆線文 (横 位・ SJ字 状文)一 L縄文 体部 :し 縄支 2

4 SK-94層 口縁部 :指頭状押圧 をもつ隆線文 頸音I～体部 :LR縄 文 6--17

SK-9 4層 頸部 :し R縄文一隆線文 (横位) 体部 :LR縄 文→沈線文 (横位 弧状 ,方形 )・ 交互刺突文 6--18

6 SK-9 5層 隆線文 (縦位 弧状)→LR縄 文→沈線支 (隆線 に沿ったもの 渦巻文 ) 17--4

SK-9 5層 沈線文 (由流文 渦巻文 下垂) 底面 :ナ デ 18--3

第20図 SK9土 坑出土土器
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番号 遺構 層位 文 様 特 徴 写 真 図 版

よ SK-95層 口縁部 :隆線文 (横位 波状 「 SJ字状文) 頸部 :隆線文→ LR縄文押圧 体部 :LR縄 文 17--3
2 SK-91層 隆線文には さまれた連続刺突文 Rし 縄文一沈線文 (波状 方形 ) 16--18
3 SK-94層 LR縄文 底面 :ミ ガキ 18--4

SK-92層 口再部 !隆線文による実起、亥J目 文 日縁部 :亥!目 文→隆線文(lAli渦巻文)顕部 :LR縄支抑▼ 体部 :LR縄文→沈線文(欄立 湖犬 曲1文 ) 18--2
5 SK-94層 口昏をI:隆線文  「 く」字状沈線文 口縁部 iL縄文押庄

6 SK-9 5層 口各音I 壁塑堅型墾Ⅲ '「 S」 字状 文)刻 目文 口縁部 :無 文 内面 :隆線文 (横位 波状 ) 17--7
SK-91層 綾杉状沈線支 16--19

第21図  SK9土 坑出土土器



S K10土坑 SD2濤 状遺構 を切っている。底面までの深 さは約50cmで 、中央付近にピットが

ある。形態は袋状 になるか不明である。

堆積土は大別 3層 である。土器片は 1、 2層 とも大本 7a～ 8bま であるが 8a、 b主体で

ある。石器はフレークを中心に多く、持に 1層 は 2層 の 3倍以上の数である。

く第22図  S K10実測図

卜 29,70 (SK-10)
層 位 土 色 土   性 備 考

1 10Y R%褐    色 シルト 石、逮物混入

10Y R% 明 黄 縄 色 シルト 撮色 シル ト混入

2b 10Y R% 暗 褐 色 ,レ ト 炭 と黄掲色 シル ト若千含む

2c 10Y R%Л 音 褐 色 ,レ ト 炭粒若千含む

2d 10Y R%明 黄 褐 色 シルト

3a 10Y R% にない黄褐色 ル ト

10Y R%掘    色 ンル ト

S Kll土坑  S K12土坑に切 られている。底面までは約30cmの深 さで、ピットも検出されなく、

全様は不明である。堆積土は 1層である。

出土土器片は大木 8a、 bが圧倒的に多く、石器20数点のうちの大部分はフレークが占めて

いる。

S K12土坑  S Kll土坑を切っているほか、 SK8土 坑 をも底面付近で切っている。底面まで

は約80cmの深 さがある袋状の土坑である。底面にピットは見られず、発見された土坑中では小

規模なものである。

堆積土は大 きく2層 に分けられる。土器出土状況は 1層下面に層状 に発見された。時期的に

は 1、 2層 とも大木 7式の土器片が含まれるが、 8a、 b式が中心と言える。石器は多くはな

いが、 1層 で10点 なのに対 して 2層 では 1点のみである。

S K13土坑  SD2瀞 吠遺構 を切っている。底面まで約40cmの深 さがあり、中央部にピットを

もつ袋状 土坑である。堆積土は 1層 にまとめられる。

出土土器片は大本 8a、 bの ほか 7式が若干見 られる。石器は石鏃、スクレーパー、フレー

クで計19点の出土である。

さを
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番号 逢構  層位 支 様 特 徴 写 真 図 版

1 SK-102層 隆線文 (横位 貼瘤状)一 RL縄文 18--6

2 SK-102層 口唇部 :隆線支 (横位 弧状) 口縁部 :RL縄 文 内面 :隆線文 (横位 曲線 ) 18--5

SK-101層 沈線文 (横位 斜位 ) 18--7

SK-101層 LR縄文→沈線文 (横位 )

5 SK-102層 口縁部 :隆沈文 (横位渦巻文) 頸部 :無 文

6 SK-101層 RL縄文 隆沈文 (横位 曲流文 ) 18--8

SK-102層 しR縄文→沈線文 (横位)矢 羽状沈線支

8 SK-101層 手提ね、 ミガキ 19--1

9 SK-101層 RL縄 文→隆沈文 (横位 下垂 )

SK-101層 しR縄文→隆沈文 (渦巻文 )

第23図  S K10土坑出土土器

S K14土坑 検出面より底面までの深さが約85cmで 、中央にピットをもつ袋状土坑である。堆

積土は二つに大別出来る。

1層出土の土器片は大本7a～ 8bま で見られるが8bの ものが圧倒的に多い。 2層出土土

器片は8a、 bが多い。石器も1層 を中心に多い方である。
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第25図  S K13実測図
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(SK―悧〉
層 位 土 色 土  性 備 考

la 10Y R%黒 褐 色 サレト 炭粒混入

lb 10Y R% にない黄褐色

lc 10Y R%黄 褐 色 ンル ト

(SK-12)
層  位 土 色 土  性 備 考

10Y R%黒 褐 色 炭粒合む

b 10Y R%黒 褐 色 焼土粒含む

10Y R%黄 褐 色

d 10Y R%黒 褐 色 焼土 黄褐色 シル ト含む

10Y R%灰 黄 掘 色

r 10Y R%灰 黄 褐 色 黄橙色 シル ト含む

2 10V R% にない黄褐色 砂質シル ト 上部 に土器片集中

(SK-13)
層 位 土 色 ±   lVf 傭 考

7 5YR%極 暗 褐 色 上器 焼土若千含む

b 75YR%極 暗 褐 色 やや暗ヤ

75YR%極 暗 褐 色 シ ル 黄橙色 シル ト若千合む

75YR%極 暗 褐 色

75YR%暗  掲 色 秒質 シル ト しまり有り

10Y R% 暗 褐 色

75YR%極 暗 褐 色 黄橙色 シル ト 炭 を若干合む

h 75YR%極 暗 褐 色 黄橙色 シル ト・炭 を若干合む

75YR%極 暗 褐 色 シ ル 黄橙色 シル ト若千合む

10Y R% 暗 褐 色 シ ル 若千秒質

k 7 5YR%暗  褐 色 シ ル 炭者干混入

(SK-14)
層  位 土 色 土  性 備 考

1 10Y R% 暗 褐 色 ンルト 炭粒若干混入

10Y R% にない黄褐色 ,レ ト 炭粒 土器片混入

10Y R% にない黄褐色 ,レ ト 黄橙色 シル ト混入

2c 10Y R%暗  褐 色 ,レ ト 炭 黄橙色 シル ト若干含む

2d 10Y R% 掲   色 黄橙色 ンル ト混入

2e 10Y R% 暗 褐 色 ,レ ト

2f 10Y R% 掘   色 砂質シル ト

10Y R%掲    色 砂質ンル ト

2h 10Y R% にない黄褐色 ,レ ト

第26図  S K14実沢J図 >
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番 号 遺構 庸位 文 様 特 徴 写 真 図 版

1 SK 11 1層 沈線文 (方形 ) 19--5

2 SK― 層 沈線文 (横位 渦巻支) 内面 ,隆線文 (横位 ) 19--4

3 SK 層 日唇部 :刻 目文 をもつ隆線文 日縁部 :LR縄 文→隆線支 (無調整、横位 渦巻文) 内面 :隆線文 (横位 ) 19--3

SK 層 LR縄支→隆沈文 (横位渦巻支)

5 SK 層 日縁とヽ :隆線文 (横位渦巻文)一 部隆沈文・縦位短洗線文充填 体部 :RL縄 文 19-6
6 SK 層 口再彗I:隆沈文 (横位渦巻支) 頭をS 無 文

壻 LR縄文一隆沈文 (橋位渦巻文 )

8 SK― 層 RL縄 文→隆沈文 (横位 曲流支)粛J突 支

9 SK 2層 隆線文 (横位 縦位 曲線)交 五声J突 文 19--7

10 SK 1層 隆線文 (横位 縦位 曲線 波状 )

11 1層 口縁部 :連続刺突文 頸都～体部 :RL縄 文 内面 :隆線文 (横位「 SJ字状支) 20--3

第27図  SK¬・12土坑出土土器
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番 号 遵構・層位 文 様 特 徴 写 真 図 版

1 SK-122層 日辱部 1細 隆線 を伴 う刻目文 口縁部 :橋状把手・隆線文・刻目文 頸部 :隆線文 (横位 )・ しR縄文押圧 体部 :RL縄萩 19--9

2 SK-121層 日唇部 :細 隆線 を伴 う刻目文 口縁きヽ 1橋状把手 隆線文 刻目文 頸部 :隆線文 (横位・ 山形)LR縄 支押圧 20--2

3 SK-122層 口唇部 :刻 目文 をもつ隆線文 口縁部 :R縄文押圧 頸きI:隆繰文 (横位 )

4 SK-122層 盗線文 LR縄 文押圧

SK-122層 LR縄文→ 隆沈文 (方形 曲流文 )

SK-121層 しR縄文→隆沈文 (渦 巻文 弧状 )

7 SK-122層 LR縄文→隆沈文 隆線文 沈線文 (弧状・下垂)底 面 :マ メツ 20--5

8 SK-122層 L R縄文→沈線文 (渦 巻文 方形 ) 底 面 20--6

第28図  S K12土坑出土土器
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番号 違構 層位 文 様 特 徴 写 真 図 版

1 SK-12 層 日縁部 :隆線文 (横 位 rsJ字 状文)と R縄支押圧 頸部 :沈線文 (山形文) 体都 :L縄文 底面 :ミ ガキ 20--1
SK-12 唐 LR縄文一隆線文 (縦位 渦巻文 )

3 SK-13 層 刻目文 をもつ隆線文 (「 SJ字状 ) 20--7
SK 層 口昏部～口縁部 :隆線文 _(横位 波状)連 続刺突文 頸部上部 :無文 頸部下部 :隆線文 20--8

5 層 不明縄文→隆沈文 (横位 曲流文)

6 層 不明縄文→隆沈文 (横位 ,有 棘渦巻文 )

層 口縁部 :隆沈文 (横位渦巻文)刺 突文充填 頸都 :LR縄 文 20--10
8 層 口縁部 :LR縄 文 頸部 :沈線文 (横位 ) 20--9

第29図  S K12・ 13土坑出土土器
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番号 遺構 層位 文 様 特 徴 写 真 図 版

層 不明縄文→隆沈文 (横位渦巻文 )

2 3 層 Rし 縄文→沈線文 (横位有棘渦巻文 )

3 3 層 口縁部 :Rと 縄文一隆沈文 (横位渦巻文)刺 突文 渦巻突起 頸音I上部 :無文 20--11

4 SK-14 層 不明縄文→隆線文 (無調整、横位・被伏) 21--4

5 SK-14 層 LR縄文→隆線文 (無調整、横位 曲流文 )

SK-14 層 笙線文

7 SK-14 層 LR縄文→隆沈文 (渦巻文 ) 2ユ ーー6

8 SK-14 層 口縁部 :LR縄 文→隆沈文 (横位渦巻文 楕円支) 頸部～体部 :LR縄 文 2ユ ーー2

9 SK-14 層 口唇部 :隆沈文 (横位) 頸部 :LR縄 文 体部 :LR縄 文→刻目文のつ く隆沈文 (横位)沈 線文 (下垂 ) 2ユ ーー1

SK-14 層 ミガキ

SK-14 層 RL縄文一隆沈文 (縦位渦巻支 )

SK-14 層 しR縄文→隆沈文 (横位渦巻文 下垂 ) 21--7

第30図  S K13・ 14土坑出土土器



S K15土坑 SD2濤 状遺構、 S K17土坑を切る。底面までの深さが約80cmで 、底面中央にピ

ットをもつ袋状土坑である。

堆積層は大きく二つに分けられる。 1層 とした部分は層厚約20cmと 薄いものであるが、大木

7a～ 8bの土器片のうち8bが多いものである。Ⅱ層 (包合層)が凹部に堆積したものなの

だろうか。石器の出土も多い層である。 2層 は大木 7a～ 9式までの破片が出土しており、 8

a、 bが多い。 9式の土器は 1片 のみである。

|

|

|

ヽ
イO贄

(SK-15)
層  位 土 色 土   性 備 考

1 10Y R%黒 褐 色 土器炭混入

2a 10Y R% 暗 褐 色 ン ル 土器片混入

2b 10Y R% 暗  褐  色 シ ル やや暗↓

2c 10Y R%暗 褐 色 シ ル やや明る,

10Y R%黒 褐 色 土器片混入

2e 10Y R%黒 縄 色
2r 10Y R% 黒 褐 色 土器 炭若千混ス

2 10Y R% 暗 褐 色
2h 10Y R%褐    色 シ ル

21 10Y R%黒 褐 色
2j 10Y R%褐    色

10Y R% にぶい黄褐色
21 ЮYR% 暗 掘 色

トーーー29 60

♀  I  Im
第31図  S K15実測図 第32図  S K16実測図レ 0   05m

ー

S K16土 坑 調査区西壁外に半分かかるものであり、今まで述べた土坑 とは形態を異にする。

深 さは約30cmで 、検出できた平面形は変形な楕円形 といつたところである。規模 も先に述べた

S K12土坑より小さく、後にふれるS K20土坑に近似するものかも知れない。

堆積土は 2層 に大別したが、 1層 と把えたものがⅡ層の残 りの可能性も否定できない。遺物

は 1層 からで、土器、石器とも若干である。大木 8a、 bの ものである。

S K17土坑  S K15土 坑、ピット4に切 られるもので、底面までの深 さ約20cmし かない。半分

以上が S K15土坑に切 られて全様不明である。

堆積土は暗褐色 シル トの 1層 で、大木 8a、 b式の土器片や石器片が若干出土 した。
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番 号 速構 層位 様 特 徴 写 真 図 版
〕 5 層 回縁部 :隆線文 頸部 :LR縄 文

2 SK 5 層 口縁部 :LR縄 文一隆線文 (無調整、横位) 頸部 :LR縄 文→隆沈文 (横位 ) 21--14
3 5 層 RL縄 文→隆線文 (無調整、曲流文 )

4 5 層 不明縄支一隆線文 (無調整、横位 曲流支)

SK 5 層 隆沈文 2ユ ーー15

6 5 層 隆沈文 (横位 )LR縄 文 21--9
7 層 RL縄 文→隆線文 (無調整、渦巻状 )

8 5 層 RL縄 文→沈線文 (曲流文)

9 5 層 Rし 縄文→隆線文 (無調整 )

SK-15 層 口唇部 :隆沈文 (横位渦巻文) 頸部 :無 文 2ユ ーー8

11 SK-152層 ヨ縁部 しR縄文一隆沈文 (横位渦巻文) 頸部 :無 文 体部 :LR縄 文→隆沈文 (横 位 渦巻文 ) 22--1

SK-15 層 笙線文 渦巻文 曲流文)Rと 縄文 22--3

第33図  S K15土坑出土土器



番 号 遺構 層位 文 様 の 特 徴 写 真 図 版

1 層 RL縄 文一隆沈文 (横位渦巻文) 21--10

2 SK 層 口縁部 :LR縄 文一隆沈支 (横位渦巻文) 頸部 :無 文 22--2
3 SK 層 口縁部 :LR縄 文一隆沈文 (横位渦巻文) 顕部 :無 文

4 層 盗沈文 渦巻文) 沈線文 (楕 円文) RL縄 文 22--9
5 層 RL縄 文→隆沈文 (有棘渦巻文)

6 SK― 層 櫛目状条線文 21--12

第34図  S K15土坑出土土器
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番号 支 様 の 特 微 写 真 図 版
1・ 2 SK-152層 RL縄文→ 隆沈文 (有煉渦巻文) 22--6
3 SK-152層 RLR縄 文→隆沈文 (渦巻文 ) 22--8

SK-151層 LR縄文 22--4
5 SK-151層 手控 ね、条線文 22--10

第35図  S K15土坑出土土器



S K18土坑 調査区南側に半分 を残す土坑であるが、調査できた半分だけでも規模の大 きい土

坑である。検出面から約 l m 20cmの 深 さがあり、底面は段丘礫層をも約40cm掘 り込んで作 られ

ている。底面にはピット等の痕跡は検出されなかった。袋状土坑である。

堆積土は大 きく三つに分けられ、そのうちの 2層 は、壁崩落土を混入する層である。土器片

は大木 7a～ 8bま でのものであり (1層 は 7b～ )、 各層とも8a、 bを 中心とするもので

ある。石器も多く、石鏃、石錐、スクレーパー、フレーク等150点以上の出土がある。

3層上面には灰白色の粘土が若千見られた。

|

Vヽ3

第36図  S K18実測図レ

(SK… 18)
lm

l    l
層 位 土 色 土   性 備 考

10Y R%暗 褐 色 ル ト 炭若千混入

10Y R%黒 褐 色 土器・炭者干混入

lc 10Y R%暗 褐 色 炭 土器多量に7Ftメ

2a 10Y R% 褐   色 土器若千混入

ЮYR% 暗  褐  色

2c 10Y R% 暗 褐 色 ,レ ト 炭若干混入

10Y R%暗 褐 色 ,レ ト

2e ЮYR%黄 褐 色 ,レ ト 部分的に砂混入

2r 10Y R% 暗 褐 色

ЮYR%黄 褐 色 ,レ ト 喜I分 的に砂混入

2h とOY R%暗 褐 色 黄褐色 シル トを多量 に混入、炭若千混入

3a 10Y R%暗 褐 色 ル ト 炭多量に混入

3b 10Y R%暗 褐 色 ,レ ト

3c 10Y R%黒 褐 色 ル ト しまり有 り、炭者千混入

10Y R%褐    色 ル ト 炭・小石若千混入

3e ЮYR%暗 褐 色 ル ト 炭・褐色 シル ト者千混入

3f 10Y R%黒 褐 色 ,レ ト 焼土 炭若千混入

10Y R%黒 褐 色 ル ト しまり有 り、炭若千混入

10Y R%褐    色 ル ト

10Y R% 暗 褐 色 砂質 ンル ト 焼土 炭若干混入
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番 号 遺構 層位 文 様 特 徴 写 真 図 版

1 SK-16 層 口昼部 :隆沈文 頸部上部 :RL縄 文 内面 :隆線文 (横位 )
21--16

2 SK-16 層

3 SK-16 層 笥目状条線文一隆沈文 (渦巻文 )

SK-17 層 口昏部 :亥 J目 文 口縁部～頸部 :刻 目文のある隆線文 沈線文 (lrk状 )

5 SK-17 層 口唇都 :刻 目文 口縁部 :平行沈線文にはさまれた刺突文 顕都～体郡 :RL縄 文→沈線文 (曲流文 ) 21--18

6 SK-17 層 不明縄文一隆線文 (横位 縦位 波状 )

SK-17 層 不明縄文→沈線文 (横位 波状 )

8 SK-17 層 しR縄文→沈線文 (渦巻文 縦位 )

9 SK-17 層 RL縄 文→ 隆沈文 (渦巻文)

10 SK-17 層 LR縄 文一 隆沈文 (渦巻文 )

SK-17 層 RL縄 文→ 隆沈文 (渦巻文 )

12 SK-18 層 隆線文 平行沈線文には さまれた刺突文 内面 :隆線文 (「 S」 字状文)
23--4

13 SK-18 層 口唇部 :隆線文 (横位 波状) 口縁部 :RL縄 文→隆線文 (渦 巻文 )
23--5

14 SK-18 層 口唇部 :刻 目文 口縁部～頸音I:隆線文 (横位)沈 線文 (横位・縦位) 内面 :隆線文 (横位 )

15 SK-18 層 口唇部 :隆線支 日縁著[:LR縄 文 内面 :隆線支 (横位 )
23--8

SK-18 層 不明縄文一 隆線文 (横位 曲流文)

17 SK-18 層 RL縄 文→隆線文 (無調整、有棘渦巻文 )
23--6

第37図  S K16。 17。 18土坑出土土器
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番 号 文 様 特 徴 写 真 図 版

1 SK-183層 口縁 部 とR縄文→隆沈文 (横位渦巻文)渦 巻突起 頸部 :無 文 23--7
2 SK-182層 日縁部 LRし 縄文→隆沈文 (横位渦巻文)渦 巻突起 刺突文 体部 :LRL縄 文→沈線文 (横位渦巻支 下垂 ) 24--10

3 SK-183層 口唇部 :隆線文 口縁部 :声」突様の短沈繰支 24--8
456 SK-181層 口縁部 i矢 羽状刺突文 頸部 :隆繰文 体部 :LRL縄 文→ 隆沈文 (渦 巻文 下垂 ) 24--1、 2、 3

第38図  S K18土坑出土土器
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番号 文 様 特 徴 写 真 図 版

1 SK― 8 層 日唇部 :隆線文 隆洗文 (横位渦巻文) 頸害Ⅲ:無文 体部 iRL縄 文→沈線文 24--12

2 SK 層 RL縄 文一 隆線文 (渦 巻文 )

3 8 層 RL縄 文一 隆沈文 (横位渦巻文 24--5

SK-18 層 口唇部 隆沈文 (横位) 頸部 :無 文 24--6

5 SK 8 層 口唇部 :隆 沈文 (横位) 頸部 :無 文

6 8 層 口縁部 :LR縄 文→隆沈文 (有棘横位渦巻文)頸部 :無文 体部 :LR縄 文→検位沈線文には さまれた連続刺突文 24--4

SK― 8 層 RL縄 文→沈線文 (横位 渦巻文 下垂 )
24--11

8 層 日唇部 :洗 線文 頸部 :無 文 体部 :LR縄 文→沈線文 (横位 )

9 SK 8 層 頸部 :無 文 体部 :RL縄 文一流線文 (横位 有棘渦巻文) 24--14

SK 8 層 蹟部 :無 文 体部 :LR縄 文→沈線文 (横位 曲流 )
23--3

SK-18 層 RL縄 文一沈線文 (曲流 )

SK-18 層 RL縄 支一 沈線文 (渦巻文 下垂 )

第39図  S K18土坑出土土器
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番号 遺構 層位 文 様 の 特 徴 写 真 図 版
ユ SK-183層 頸部 無 文 体 部 RL縄 文→沈線文 (横位 渦巻文)

2 SK-182層 Rし 縄文→隆沈文 曲流文 )

3 4 SK-183層 LR縄文→沈線文 曲流支)

5 SK-183層 頸部 :無 文 体音IIRL縄 文→沈線文 (横位 横位有棘渦巻文 )

6 SK-183層 口唇部 :隆線文 (渦巻文) 頸割～体都 :無 支 (ミ ガキ) 底面 :ミ ガキ 24--13
7 SK-181層 RL縄 文→沈線文 (曲流文)

8 SK-182層 RL縄 文一沈線文 (曲流文 )

9 SK-183層 LR縄文 底面 :ナ デ 24--15
SK-183層 しR縄文→沈線文 (下垂) 底面 :ミ ガキ

SK-183層 LR縄支→沈線文 (有棘渦巻文)

SK-182層 RL縄 文→沈線文

第40図  S K18土坑出土土器

S K19土坑  S K20土坑 に切られている。また半分以上は調査区西側にはみ出して調査できな

かつた。堆積土は大別 して 2層 である。

ここでも 1層 はⅡ層が凹部に落 ち込み堆積 した可能性がある。また 1層 中に灰自色粘土が若

干混入 している。

出土土器を見ると上例同様、 1、 2層 とも大木 7a～ 8bに 該当するものだが、 1層では 7

bの破片 もけっこう見 られる。石器は 1、 2層 ともフレーク、礫石器等10数点ずつ出土 した。



S K20上坑  S K19土 坑 を切っており、また同 じように調査区西壁外へ半分以上が残っている

ものである。 S K16土坑同様に他の土坑 とは形態を異にする。調査できたのが半分以下なので

比較はむずかしいが、土坑上端に配石されていることなど、 S K16土 坑 とも異なる。

堆積土は S K19土坑の 1層 部分 (S K19の 陥没によって引き込まれたⅢ層の一部 と考えられ

る。)に切 られているような形になっており、底面付近に若千残っているだけである。出土土

器は大木 8a、 bを 中心とするものであり、石器はフレークなど若干である。

S K21土坑 欠番。

S K22土坑  S K23土 坑 を切っている。上面が耕作等により撹乱 されており、その範囲、 SK

23土坑 との重複関係が把えにくかった。結局、検出面からの深 さ約55cmで底面中央付近にピッ

トを有するものであった。

堆積土は大 きく一つである。土器片は大木 7b～ 8bま で見られるが、点数は少い。石数の

出土も同様に若干である。

S K23土坑  S K22土 坑に切 られている。底面ピットは見られない。堆積土は大別 して 2層 だ

が、土器の出上がなく、石器もごく少い。

彎第41図

S K19・ 20

実測図

|    l    im

第42図  S K22・ 23実演」図

(SK-22)

(SK-23)

層 位 土 色 土   性 備 考

10Y R%黒 褐 色 シルト 炭粒含む

b 10Y R%暗 褐 色 ンルト 炭粒 黄褐色 シル トをプロ ンク状 に含む

10Y R%褐    色 砂質シル ト

10Y R% にない黄褐色 シル ト質砂

層  位 土 色 土   性 備 考

la 10Y R%掘    色 ル ト 焼土 黄褐色 シル ト混入

lb 10Y R%黄 褐 色 シル ト 黄褐色 ンル ト

2a 10Y R%黒 褐 色 炭粒含む

2b 10Y R% 暗 褐 色 ル ト 炭粒 黄褐色 シル トをブロック状 に合む
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番 号 逮捕 呼位 文 様 特 徴 写 真 図 版

」 SK-19 層 押圧のある隆線文 25--1

2 SK-19 層 曰拝部 :隆線支 とR縄文押圧  口縁部 i隆線文 LR縄 文押圧 頸部 :LR縄 文

3 SK-19 属 口縁部 :不 明縄文→降線文 円形貼付文 頸音Ⅲ:不明縄支→隆沈文 (横位 ) 25--4

SK-19 層 RL縄 支→降沈文 (横位渦巻文 )

SK-19 冒 しR縄文→沈線文 (横位 縦位 曲流文 ) 25--5

6 SK-19 断 Rし 縄文一降沈文

SK-19 盾 「」縁郡 :RL縄 文→隆沈文 (4黄 位渦巻文) 頸部 :無 文

SK-19 婚 Rし R縄文→隆沈文 (横位石棘渦巻文 下垂) 底面 :ナ デ 25--7

SK-19 層 LR縄文→隆洗文 (横位有棘渦巻文 下壬) 底面 :ミ ガキ 25--6

10 SK-19 層 Rし 縄文→隆沈文

11 SK-19 層 LR縄文 Ⅲ隆沈文 (渦巻文 )

12 SK-19 層 RL縄文→隆沈文

13 SK-19 層 RL縄文→隆沈文

第43図  S K19土坑出土土器



S K24土 坑 検出面より約55cmの深 さで、底面にピットが見られない。袋状土坑のようでもあ

るがはっきりしない。

堆積土は大別 して 2層 である。 1層 は la～ lcま での上層、 ld、 leの 中層、 lf～ 1

hの下層に分けられ、土器片は全てこれらの層からの出土になる。土器形式でいうと大木 7a

～ 8bま でのものであるが、 8bの ものが圧倒的に多い。特に la、 b層 の上器片の入 り方は

E層形成時の流れ込み的状況 を呈している。石器は 1、 2層 から出土 しており、特に 1層 から

は多数出土 している。

(SK-24)
層  位 土 色 土   性 備

75YR%灰  掲 色 焼土含む

b 75YR%黒  褐 色 炭粒合む

75YR%褐    色

d 75YR%暗  掘 色

7 5YR%黒  褐 色
7 5YR%H青  褐 色 黄褐色 ンル ト混入

75YR%鶴    色 炭粒若千混入

h 75YR%黒  褐 色 炭粒若千混入

10Y R%明 黄 褐 色

b 75YR%Ftt tE. 色

10Y R% にない黄掲色
d 10Y Rχ  暗 褐 色

く第44図  S K24実測図
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番号 遺構 層位 様 特 徴 写 真 図 版

1 SK-24 層 口唇部 :渦 巻把手・刻目文 日縁著隣隆線文 (横位 渦巻文)刻 目文 頸部 :無 文 体部:LR縄文一 沈線文 (横位 渦巻文) 25--14

2 SK-24 層 口縁部 :隆線文 (渦 巻文) 頸部 :押圧のある隆線文 25--13

3 SK-24 層 回縁部 :し R縄文→隆線文 (無調整、横位 方形) 頸部 :沈線文 内面 :隆線文 (方形 ) 25--15

4・ 5 SK-24 層 口唇部 :隆線文・連続刺突文 口縁部 :沈線文 (弧状 )
25--10、 11

6 SK-24 層 LR縄文→隆線文 (横位 波状 )

SK-24 層 LR縄文→隆沈文 (横位 渦巻文)

第45図  S K24土坑出土土器
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番号 遺橋 層位 文 様 符 徴 真 図 版

1 SK-24 層 RL縄 文→隆線文 (横位 ,波状 )隆 沈文 26--1

2 SK-24 層 LR縄 文→隆線文 (無調整 ) 26--2

3 SK-24 層 隆沈文 (横位 渦巻文) ミガキ

4 SK-24 層 R縄文→沈線文 横位 rtt位  波状 下垂 ) 27--6

5 SK-24 層 R縄文→隆洗文 横位渦巻文 )

6 SK-24 層 R縄文→沈線文 渦巻文 下垂)刺 突文 26--3

SK-24 層 R縄文→隆線文 渦巻文 )

8 SK-24 層 口縁部 :LR縄 文→隆沈文 (横位渦巻文) 頸部 :無 文 26--4

9 SK-24 罵 回縁部 i隆線文 (横位渦巻文)→刻目のつ く隆線文 頸部 :斜位短沈線文 沈線文 (横位 ) 26--6

10 SK-24 層 LR縄 文→隆沈文 (横位渦巻文) 26--5

11 SK-24 層 回縁部 iRLR縄 文→隆沈文 (横位渦巻文)頸 部 :無 文 体部 :沈線文 26--7

12 SK-24 層 LR縄 文→隆沈文 (渦 巻文 )

13 SK-24 層 回縁部 :穿孔  ミガキ 頸部～体部 :隆線文による円文  ミガキ 25--12

14 SK-24 層 口縁部 :隆線文 横位橋状把手 体音

`:RL縄
文 28--3

第46図  S K24土 坑出土土器
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番 暑 追構 層位 様 の 特 徴 写 真 図 版

1 2 SK-24 層 口縁部 隆線文 隆沈文 (横位渦巻文) RL縄 文 頸部 無 文

3 SK-24 層 口縁部 :RL縄 文一隆沈文 (横位渦巻文) 頸部 :無 文

SK-24 層 RL縄 文→沈線文 (横位渦巻文) 28--9

5 SK-24 層 沈線文 矢羽状短沈線文

6 SK-24 層 頸部 :LR縄 文→隆沈文 (横位) 体部 :LR縄 文→沈線文 (横位渦巻文 ) 26-… 8 11

SK-24 層 LR縄 文→沈線文 (下垂 ) 28--4

8 SK-24 層 RL縄文一隆沈文 (曲流文 )

第47図  S K24土坑出土土器
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番 号 追構  層位 文 様 特 徴 写 真 図 版

1 SK-241層 口唇都 RL縄文一隆沈文 (横位渦巻文) 日縁部～頸部 :無 文 28--7
2 SK-241層 園縁 部 渦巻突起 RLR縄 文→隆沈文 (横位渦巻文) 体部 :RLR縄 文→ 隆沈文 (有棘渦巻文 ) 27--2

3 SK-241層 頸部 :無 文 体部 :LR縄 文→隆沈文 (渦巻文 ) 26--9

第48図  S K24土坑出土土器
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番 号 追構 層位 文 様 の 特 徴 写 真 図 版

SK-24 層 LRL縄 文→隆沈文 (有棘渦巻文)・ 刺突文 26--12

2 3 SK-24 層 RLR縄 文→隆沈文 (横位有棘渦巻文 下垂 ) 28--1、 2

4 SK-24 層 LR縄 文→隆沈文 (有棘渦巻文 ) 28--6

5 SK-24 層 LRL縄 文→ 隆沈文 (渦巻文 ) 28--5

6 SK-24 層 RL縄 文一隆沈文 (渦 巻文 下垂) 底面 :マ メツ 26--10

7 SK-24 層 LRL縄 文→隆沈文 (渦巻文・下垂) 底面 :ミ ガキ 27--7

8 SK-24 層 ミガキ

第49図  S K24土坑出土土器
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番号 遺構  層位 文 様 特 徴 写 真 図 版
SK-24 痛 RLR縄 文→隆沈文 (横位渦巻支) 24--3
SK-24 層 RLR縄 文→ 隆沈文 (渦巻文) 渦巻突起 (穿孔) 注目あり 27--1

3 SK-24 層 口縁部～頸部 :無 文 体部 :Rし R縫文→隆沈文 (渦巻支 ) 27--3
4 SK-24 層 LR縄文 27--4
5 SK-24 層 RL縄 文→ 隆沈文 (横位渦巻文)

SK-24 層 手控ね、短沈線文 27--8

第50図  S K24土坑出土土器
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ピットは S K15、 22、 23土坑周辺を中心に多数発見されたが、ここでは石器を多数出上した

ピット4に ついて報告する。

P4 S K23土 坑の北側に位置するもので、 S K17土坑を切っている。形状的には南北約60cm、

東西約30cmと 南北に長軸をもつ楕円形のものである。深さは、検出レベルの高い方から計ると

38cmである。

堆積土は炭粒を若千混入する暗褐色 (10Y R 3/3)シ ルトである。土器片の出土はなく、

石器はスクレーパー 1点、フレーク10点 がまとまって出土した。オパール化している率田粒凝灰

岩を同一母岩としている祭J片 が多いが、接合 したのは 1組 (2点 )だ けである (第63図 1)。

3.溝跡、清状遺構

SDl溝跡  B、 C区 に弧を描くようにある。天地がえしのため深 さはほとんどなく、上端幅

もまちまちである。残 りの良いところで計測すると幅約60cm、 深さ約15cmで ある。 SK7土坑

を切っている。

堆積土は灰黄褐色 (10Y R 4/2)シ ルトで、石器のフレークが 1点出土している。

SD2溝状遺構 A、 B区 にSK6、 10、 13土坑に切 られるように見られる。堆積土としたも

のは褐色 (10Y R 4/4)シ ルトでフレーク1点発見している。

これについては、Ⅲ-1層 を形成するシル トの違いも考えられ、形状的にも、堆積土とした

ものにも、明確に濤跡とできる要素に欠けている。

4.土壌 サ ンプルについて

発見土坑から全く任意に土壌をサンプリングした。それをガーゼを使用し水洗 し、骨片及び

種子と思われるものを抽出した。

(1)骨片の同定について

抽出した骨片は東北大学文学部考古学研究室に運び込み、須藤隆助教授をとおして院生の佐

々木務氏に同定を依頼 した。骨片は非常に細いものが多く同定不能のものも多かったが、鹿角

片やイノシシ下顎骨片など哺乳類の骨片や魚類の骨片であることがわかった。その中には熱を

受けて変色 しているものも多数含まれていた。 (表 1)

(2)植物遺体の鑑定

上野遺跡の「袋状土坑」と呼ばれている土坑数基ほどの堆積土の中から洗い出して拾った、

植物の遺体炭化物21点 について鑑定を行った。結果は表 2の如 くである。

鑑定より、全体として、 トチおよびクルミ (あ るいは ドングリ類も含むか)の殻の破片が主

体である。穀物、豆類など草本植物の種子はない。また細 く成形した木片がこまく折れ砕けた

と思われるものもあった。 (東北大学農学部 星川清親 1989.2.23)



表 1 骨 片 同 定 結 果

遼  柄 層 同 定 結 果

2 層 同定不能

SK9 1 層 イ 下顎骨右 1(下顎角付近の破片 )

S K18
2 層 同定不能 魚骨 を含む小破片多数 (熱 を受けたものが多い)

3 層 同定不能  ほぼ「甫乳類のみ (熱 を受けて変色 )

S K19 2 層 ギギ科魚類胸鰭棘右 1(先端部破片 )

S K24

l層

鹿角 (破片 2)

同定不能 哺乳類 (破片若干) その他小破片

魚類脊椎骨 1(種 不明) 遊離歯 2(サ ケ科)

'甫
乳類を中心とする小破片多数 (熱 を受けて変色 しているものが多い)

2 層
同定不能

哺乳類を中心とする小破片多数 (熱 を受けて変色 しているものが多い)

※他にサケ科椎骨の可能性のある破片が出上している。

表 2 植物 遺体鑑 定 結果

遺  構 層 鑑 定 結 果

SK9 2 層 タル ミの殻の破片。 クル ミの殻の微小破片 と見 られるもの。

S K18

2 層

トチの実の破片 らしい。

全上の微小破片か。やや硬質であり種度の破片か。穀物ではない。

全上。 ドングリの実の殻 も混入か ?

3 層
全上。細 い木片の炭化物 も混入。

クル ミの殻の破片、かなり大形のオニグル ミとみ られる。

S K19 2 層 クル ミの殻の小破片。 クル ミの殻の微小破片か。

S K24

1層

クル ミらしい。他 に ドングリ類の殻や木片 も混入。穀物ではな↓

クル ミの殻の小破片。木の薄片か、種は不明。

トチか ドングリ類の種皮破片。

木片。ただし小枝の破片ではなく、太い本を割 り箸状に成形 したものの破片のように思われる。燃 えて炭化 したもので

はない。

微細破片、クル ミか。

トチの実の種皮の破片か。

トチの果皮か、クル ミの殻か不明。穀物ではない。

2 層
全上 。

クル ミの殻の破片。 しかし比較的薄 いことに注 目される。

Ⅵ まとめと若千の考察

1.瑚

。全体的に保存良好な土坑は袋状 を呈 している。今回発見された土坑のほとんどは同様の形態

であったと思われ、貯蔵穴として用いられたものと考えられる。

土坑底面は基本的に平坦であるが、次のように分類 される。

A:中央付近にピットを有するもの (SKl、 4、 13、 14、 15)。

B:中央付近にピットを有し、そこから四方へ小濤が配されているもの (SK5)。

Ciピ ット、小濤 を有 しないもの (SK2、 3、 6～ 12、 17～ 19、 22～ 24)。

●上記の土坑 と異なる形態のものは S K16、 20で ある。特に S K20は 上端周囲に河原石が配 さ

れているものであり、墓跡であった可能性がある。

●SD2濤 状遺構は全ての土坑に切 られる状況があり、 SDl濤 跡 ともかなり違 う様相 を呈す

る。Ⅲ層上面のシル トの違いを誤認 した可能性 もある。



2.遺物 の特徴

。出上した縄文土器は大木 7a～ 10式 までで、特に中期中葉の8a、 b式が多い。また 8a、

b式のうちでも8b式 が8a式の倍以上の破片数であり (表 3)、 それも9式に近い様相のも

のと指摘できる。

●大木 9、 10式のものは非常に少数であり、 S K15土坑 2層 出土の 9式 1片以外はⅡ層ないし

は土坑堆積土の 1層出土のものである。 1層出土の遺物については、土坑内堆積土の陥没によ

つてⅡ層の一部も引き込んだものが相当あると考えられる。

●大木 7a～ 8bに ついては、混在しており、遺構及び堆積土の違いによって明確化はできな

かった。

3.遺構の重複関係

OVの発見遺構と遺物のところでもふれたが、遺構間の切り合いがわかるものは、以下のとお

りである。

SK2→ SKl

SK6→ SK5

S K 7-)SI(8-― ――――>SI(12

L→ SDl  S Kll―」

SK5

SI(4、  13、  14

S K17-→ S K15

S K19-→ SI(20

S K23-・ S K22

●袋状土坑のタイプ分類 A、 B、 Cに上記の重複関係 を当てはめると次のようになる。

A

SKl SK2

SI(17              S Iく 6

SK7→ SK8→ S K12

S Kll」

SI(23-・ SI(22

SK3、  9、  10、  18、  19、

SKユ

。ここでは少数であるが、Cか らAな いしBへの移行が指摘できそうである。この調査区内の

発見例では、逆方向への移行例は認められない。

●SK9土坑 4層 とS K12土坑 2層 の土器片に接合関係が認められるので (第28図 7)、 同時

性が↓旨摘できる。

4.上野遺跡内での位置付 け

上野遺跡の範囲とするところは河岸段丘平坦面上にある台地全体である。その中央を東西に

広く、浅 く谷状地形がはいるが、そこより北側では遺物の散布が認められず、南側から遺物が

採集される。南側でも特に遺物が多く散布するのは、中央部南端である。



今回の調査区は、面積こそ少なかったが、遺物散布密度が濃い地点であった。発見遺構は前述

のとおりであり、集落跡内の倉庫群=貝宇蔵穴群地域として把握できる。もっとも、これまで調

査 した箇所が少なく、同じような遺構群を呈する地域は他にもあるものと考えられる。

これだけ多量の遺物 を検出したが、住居地域を考えると、この地点より約 100西側で昭和51

年の発掘調査で住居跡が発見されていることから、直接的には、その地点を中心に今回調査 し

た地点間に考えておきたい。

昭和51年 の調査では調査面積45∬ の中で、住居跡が切 り合って8軒発見されており、出土遺

物は大木 8b～ 10式 (縄文中期後半)に属するようである。まだ未整理、未発表なので、発見

遺構、出土遺物の概要を記し、参考としたい。

(発見遺構〉

○竪穴住居跡 と思われる土坑 (縄文時代中期) 8軒

○石囲炉跡 (縄文時代中期) 4基

(※ 複式炉 と思われるもの 2基、内 1基は土坑 3に付属するもの)

○濤跡 (縄文時代中期または平安時代) 1条

○ピット (土坑に付属するもの) 3個

(出土遺物〉……・総量ダンボール箱 10箱

土器 (縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器) 8箱

一括土器 9点 顔面把手 1点 土錘 1点 土玉 1点 蓋 2点 土製円盤 3点合む。

O石器 2箱

石鏃邪点 石錐 5点 石匙 5点 フレイク 2点 スクレイパー 1点 石皿 3点

石棒 1点 凹石19点 磨石 6点含む
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表 3土 器 破 片 集 計 表

遺構等 区堆積尾 大木 7a 大木 7b 夫木 8 大木 8b 大本 9 大木10 ミニチュア 不  明 須恵器 土師器 土型品 合  計

I 層 8 17 10,725 2 1 11,973

A 区 層 13 2 6 5SO

B 区 Ⅱ 層 2 2

C 区 Ⅱ 層 1 4 9 15

D 区 Ⅱ 層 7 2 1.032

SK-1 層 1 4

層 1

SK-2 層 3 31 2 113

SK-3 層 3 6 3

SK-4 層 5

SK-5 層 2

SK-6 層 2 9 16 143

SK-7 層 1
2

2 層 3 2

SK-8 層 6 1

層 2 51

SK-9 層 1 6 2 41

層 1 ユ

層 4 2 6

層 ユ 1 12 6

層 1 2 3 6

6 層 4 2 6

SK-10 層 1 8 2 1

層 2 〕

SK-11 層 6 2 282

SK-12 層 2 7 1

層 2 2 11 3

SK-13 層 1 3 1 4 325

SK-14 層 ] 5 5 2

層 1 5 6 4

SK-15 層 3 16 7 5 498

層 8 57 2

SK-16 層 11 15 1 1

SK-17 層 6

SK-18 層
2

層 4 33

3 層 5 380

SK-19 1 層 21 3 2 194

2 層 3 47

SK-20 1 層 3 14 28 1

SK-22 1 層 3 6 1

SK-24 1 層 2 160 1

全  層 2 2 14 1

SD-1 1 層 8 14 1.098 6 1 624

合  計 1,681 3,544 5 2 16,703 22,650

※ I層 =表採、表上、耕作土

Ⅱ層=遺物包合層

S K21=S K19と 一体となり欠番

この集計には実沢1点数も合まれる

以上は土器破片、石器集計表共通



表 4 石 器 集 計 表

運構 等 区堆 槙 層 石  鏃 石  錐 石  匙 石  箆 石  斧 右   核 合  計

I 層 区 4 3 5 230

Ⅱ 層

区 2 〕 1 1 10

区 1 1

C 区 4

区 7 1 2 6 1 14

SKl 層 5

層 3 7

SK2 層 1 2 12

SK3 層 5 5

層 2 2

SK4 層 1

SK5 層 1 1 21

SK6 層 2 9

SK7 層 2

層 I 1 1 7

SK8
層 2 1

層 1

層

SK9

層 1 1 10 1 14

層 1 6

層 4

層 4 4

S K10
層 3 1 8

層 1 3 31

SKユユ 層 1 2

S K12
層 8 2 10

層 1

S K13 層 1 2

S K14
層 1 2 ユ 49

層 1 2 21

S K15
婚 2 1 1 9 1 5 74

層 2 ユ 1 37

S K16 層 1 3 4

S K17 層 1 1 4

S K18

層 10 1 7 74 2 98

層 1 7 2

層 2 1 3 31 7

S K19
層 2 8 3 14

層 12 2 15

S K20 層 2 1 10

S K22 層 1 5

S K23 層 1 I 2

S K24

層 1 6

層 18

層不明 2 22 3

SDl 層 〕 1

SD2 層

P  4 層 1 10 I]

計 14 2 6 1 002 3 1 307

表 5 石 器 の 石 質

石 質

石器
買 岩

質

岩

珪

頁

色

岩

黒

頁

買

岩

駐

砂
疑灰岩

質

岩灰

珪

凝
大山礫

凝灰岩
鉄石英 チャート 玉  髄 珪化本 流紋岩 蛇紋岩 閃緑若

灰

岩礫

凝

角 安山岩 浴  岩

石 鉄 8 2 1 1 1 3 2

石 錐 3 1 2 2

石 匙

スクレイパー 16 2 1 1

ピェ入ェス■ュ 1

石 箆 2

打 製 石 斧 1 1

磨 製 石 斧 2 2

石 皿 4

礫  石  器 3 2
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番号 遺構 層位 種   類 特 徴

1 I層 角形上製品

2 I層 三角形上製品

3 A区   Ⅱ層 i角 形土製苫!】

4 A区 Ⅱ層 土  偶

5 SK-61層 不明士製帝:,

SK-81層 i角 形土製品

SK-181層 角形土製品

SK-191層 三角形土製品

9 I層 蓋

D区 ]層 蓋

11 D区 Ⅱ層 蓋

SK-16ユ 層 蓋

13 I層 土製円盤 外面隆線文・沈線文 RL縄 文 (複節、横位) 内面磨 き 胎土雲母含む、自色針状物質者千含む

14 A区 Ⅱ層 土製円盤 外面RL縄文 (横位 斜位) 内面磨 き 胎土砂粒 雲母含む
15 SK-3 1層 土製円盤 外面 LR縄 文 (斜位)一部す り消 し 内面磨 き 胎土砂粒 雲母含む

SK-31層 土製円盤 外面隆帯線文・沈線文 縄文 内面磨 き 胎土砂粒 雲母含む

17 SK-31層 土製円盤 外面隆線 沈線 内面磨 き 胎土砂粒 雲母含む

SK-7 2層 土製円盤 外面沈線 RL縄 文 (横位) 内面磨 き 胎土雲母 穣粒含む

19 SK-7 2層 土製円盤 外面沈線 LR縄 文 (横位) 内面磨 き 胎土秒粒 雲母合む

SK-8 層 上製円盤 外面隆帯線文 洗線文 内面磨 き 胎土砂粒 雲母含む

21 SK-1厖 層 土製円盤 外面 RL縄 文 (斜位) 渦巻文様 (沈線) 内面磨 き 胎土砂粒 雲母含む

SK-13 層 土製円盤
'卜

面縄文磨耗 している 内面磨 き 胎土供粒 雲母含む

SK-14 層 土製円盤 外面 L Rf.8文 (横 位)内面ヘラナデ層 き 胎土砂粒 雲母合む

SK-15 層 土製円盤 外面隆帯線文 沈線文 内面磨 き 胎土砂粒 雲母含む

SK-15 層 土製円盤 外面縄文磨耗 内面磨 き 胎土砂粒 雲母含む

SK-15 層 土製円盤 外面 LR縄 文 (横位) 内面磨 き 胎土砂粒 雲母合む

SK-18 層 土製円盤 タト面縄文 沈線文 内面磨 き 胎土模粒 ,雲母合む

SK-19 層 土型円盤 外面縄文磨耗 している 内面磨 き 胎土砂粒 雲母含む

第76図 土 製 品
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写真29 石 器  I ※石器西E列は実測図に対応する。



写真30 石 器 ※石器配列は実測図に対応する。
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※石器酉E列 は実測図に対応する。
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写真34 石器Ⅵ、土製品 ※石器、土製品配列は実測図に対応する。
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